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その２ 
●ジャンプするので電気柵は高い方がいい。         高さというよりは、２０ｃｍ間隔がよい！ 

その３ 
●夜行性なので、電気柵の電源は夜だけでいい。       夜行性ではありません。 

その４ 
●イノシシは高く飛ぶので、１ｍの柵では足りない。      怪我が致命傷なので、高く飛びません。 

その５ 
●イノシシは夜行性なので光りに弱い。           夜行性ではありません。 

その６ 
●オオカミの糞尿を置けばイノシシは追い払える。      馴れてしまうことがあります。 

その７  
●イノシシの嫌いな植物を植えれば絶対大丈夫。       無視されることがあります。 

その８ 
●牛かヤギを放しておけば大丈夫。             牛やヤギがいるだけでは不十分です。 
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～「農村伝説」からの脱却！！（概要版）～ 

その１ 
●電気柵を設置してもイノシシに侵入されてしまう。         電気柵は有効です。 No 
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科学的見地、動物行動学に基づいた鳥獣被害防止対策の推進 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
     

             
農村伝説打破！ その１。  農村伝説打破！ その２。 

【農村伝説】 
 ●電気柵は、侵入防止効果があるのか疑問。 
  設置しても、必ず、侵入されてしまう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【農村伝説】 
 ●電気柵をジャンプして逃げるのを見たことがあるの

で、電気柵は、高い位置で張ったほうがよいのではな
いか？  

 

 

 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

電気柵があるから入れないよ

－！！ブヒブヒ！！  
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～「農村伝説」からの脱却！！～ 
“ 動 物 の 行

動”を見て対

策 を す る ん

だね！ 

ブ -ブ-！！  

“ 科 学 的 知 見

に よ る 対 策 ”

が必要です。  

⇒⇒⇒  

動 物 の 行 動 特

性 等 に 基 づ く

対 策 を し ま し

ょう！ 

 

【動物行動学からの鳥獣被害防止対策】 
●動物の行動特性を考慮して設置・管理すれば、必ず、効 
果がある。効果が見られない場合には、必ず、設置や管 
理のミスがある。 

 
 

 

【動物行動学からの鳥獣被害防止対策】 
●電気柵の２０㎝と４０㎝という間隔の高さは、イノシ 

 シにとって物理的に無視できない邪魔な高さである。   
 低いのではないかと感じるが、イノシシの鼻の動きの   
 高さと同じであり、鼻で通電するので、この高さが最   
 も効果的である。 

 

潜り込み対策  

（山側にスカート設置）  

 

成獣は 20cm 潜る  

 

その他の特性の例  
20cm 間隔が重要  20cm 以上の間隔を開けない  正しい電気柵設置例  
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農村伝説打破！ その３。  農村伝説打破！ その４。 

【農村伝説】 
 ●イノシシは夜行性なので、電源を入れるのは夜間だけで 
   良いと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農村伝説】 
 ●イノシシが、1.2ｍの高さを飛び越える映像を見たこと 
   があるので、ワイヤーメッシュ柵の高さは１ｍでは低  
   すぎるのではないか？  

 

 

 

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【動物行動学からの鳥獣被害防止対策】 
●イノシシは夜行性なわけではなく、人を避けるため日
没後の出没が多いだけである。人がいなければ、明るい
時間にも出没する。安全対策や漏電対策と共に２４時間
通電が必要である。 

 
 

 

【動物行動学からの鳥獣被害防止対策】 
●イノシシは、通常は、潜る行動をとり、飛ばない。 
野生生物にとって、飛んで脚を怪我してしまうことは   

 命にかかわることである。人から逃げる時には、飛ん   
 で逃げることが多いが、田畑への侵入時には、飛ぶよ   
 りは潜る行動をとることが基本。ワイヤーメッシュ柵   
 の高さはおよそ１ｍで効果を発揮する。 
 
 

 

人間がいなければ！！

いつでも畑にでてやる

ぜ！！  

※ 電 気 柵 安 全 対 策 パ ン フ レ ッ

ト（ 平 成 27 年 8 月 版 ） 農 林

水 産 省 ホ ー ム ペ ー ジ よ り 抜 粋  

こ の 高 さ と 仕 掛 け

な ら 飛 ば な い わ ！

 

左のよう

に手前に

曲げる “

忍び返し

”によっ

て、１ｍ

で登って

くる場合

があって

も防げる

わ。  

 

１ｍ  

一 定 の 電 圧 が な い と 侵 入 防 止 効

果は下がる。（ 電 圧 チ ェ ッ ク な ど が 必 要 ） 
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※ 動 物 園 で 飼 育 さ れ て い た タ イ リ ク オ オ カ ミ の 尿 サ ン プ ル に よ る 過 去 の 試 験 結 果 を 説 明 し た も の  

農村伝説打破！ その５。  農村伝説打破！ その６。 

【農村伝説】 
 ●イノシシは、夜行性動物なので、光に弱い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【農村伝説】 
 ●オオカミは、イノシシの天敵だったので、糞尿を置い 
   ておくと、本能的に忌避して防除できる。 

 

 

 

 

 

                     

   

 

 

 

 

 

    

   

【動物行動学からの鳥獣被害防止対策】 
 ●飼育したイノシシを用いた実験 (農研機構が実施 )に 
よれば、オオカミの尿の臭いそのものに対する忌避行動 

 は見られなかった。一方、野外で効果があるように見   
える場合には、何もなかったところに、急に臭いのあ   
る物が置かれたという環境の変化に警戒しているため
だと考えられる。一定期間が経過すれば、慣れてしまう
可能性がある。 

 

【動物行動学からの鳥獣被害防止対策】 
●イノシシは、夜行性ではない。光の効果がある場合と
は、何もなかったところに、急にライトが向けられたと
いう環境の変化に警戒しただけである。一定期間が経過
すれば、慣れてしまう可能性が高いため、根源的な防除
対策には向かない可能性がある。 

 
 

 

 

（答）ブヒブヒ！！最初はどう

かと思ったけど、姿も見えない

し、どうなのかなあ？！  

（問）俺の効い

てるだろう！  

 

 

 

 

 

“ 高次の

神 経 系

（脳） ”

を持つか

ら馴れて

しまうこ

とがある

わ。  

 

じ ゅ う お う む じ ん ブ ヒ ！ ！  

い の し し

は“夜行性

で は あ り

ません”人

の 行 動 を

監視し、餌

を 求 め て

日 中 問 わ

ず 行 動 す

るわ。  

 

 

 

ご安心してくださ

い！人を監視して

ますよ！！  

おまえ、なかな

かやるな！  

い の し し

は 人 と 違

い“色を明

確 に 認 識

で き ま せ

ん”赤は灰

色に見え、

青 は 見 え

る け ど 怖

く は な い

みたい。    

 

★「 カ ラ フ ル 」な“ し か け“ 、

中 で も 、意 外 と「 赤 」は あ ま

り 怖 く な い か な ！  

人の視覚  

猪の視覚  

 ( 図 )猛 獣 糞 に 体 を 擦 り つ け る 様 子  
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農村伝説打破！ その７。  農村伝説打破！ その８。 

【農村伝説】 
 ●忌避植物を畑の周りで栽培すれば、内側の作物を防除で 
  きる。イノシシが、忌避して食べない作物がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農村伝説】 
 ●牛やヤギなどの家畜は、野生生物を追い払ってくれる。 
 耕作放棄地に牧草を植えて、一年中、牛を放したい。 
 ●野生動物用に山に畑を作れば、里に下りてこない。  

 

 

 

 

                               

                         

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

  

 

  

【動物行動学からの鳥獣被害防止対策】 
 ●家畜は野生生物を追い払わない。しかし、家畜がいる
と、野生生物は出てきにくい。これは、家畜が耕作放棄
地の茂みを食べることによって、見晴らしが良くなり、
野生生物の警戒心を増幅させることができるからであ
る。家畜がいることで、環境管理の効果が期待できる。 
●山の畑ではすぐに、食料が足りなくなり、里に下りて
くる。 美味しい作物の存在を知らなかった野生動物にも
作物の味を覚えさせることにより、被害は拡大する。 

【動物行動学からの鳥獣被害防止対策】 
 ●イノシシにあっては、無視をしているだけで、怖がった 
 り、嫌がったりしているわけではない。イノシシにとっ  
 ては忌避植物というよりは、食べ物として認めていない  
 、いわゆる無視植物という可能性がある。例えば、人がレ
タスやほうれんそうは食べるが、雑草を食べないのと同様
であり、被害低減対策として過信は禁物である。 

 

 
 
 

 

 

       

       

 

 

 

 

シソ（定植直後）  シソ（生育盛期）  

ブヒ！！おいしいものを目指して前進！！  

 

“ 動 物 の 行 動

特性”を理解し

て、これからも

対 策 を が ん ば

るぞ！！ 

“ 放 牧 の 効 果 ” も 一 定 程 度

効 果 を 発 揮 し と る の ～ ！ ！  

防 護 柵 も し と る け ん 、 “ 総 合 効 果 ”

を 発 揮 し と る ん よ ！ ！  

図  放 牧 に よ る 耕 作 放 棄 地 の 管 理  
放 牧 に よ り 、 イ ノ シ シ の 隠 れ 家 と な る 雑 草  

イ ノ シ シ の 餌 と な る く ず な ど が 除 去 さ れ る 。  
図  進 入 防 止 効 果 の 上 が る 対 策 の 例  

（ 複 合 策 に よ る 防 除 ）  

 

※詳細やその他鳥獣被害対策等に つ い て は 、農林水産省ホームページ内の①「野生鳥獣被害防止マニュアル」、②「鳥獣被害対策コーナー」な ど を ご 参 照 く だ さ い 。 

①  http://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/h_manual/h26_03/index.html ②  http://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/ 

 


